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『
順
正
理
論
』

に
於
け

る
有
為

の
四
相

福

田

琢

一
、
有
部
の
三
世
実
有
説
に
よ
れ
ば
、
現
在
法
は

「作
用
(訂
葺
量
)」

し
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
過
去

・
未
来
法
と
区
別
さ
れ

る

と

い
う
。

『
順
正
理
論
』
[
Z

大
正

Z
o
.
1
5
5
2

]
は
こ
の
作

用

を

「
果
を
引
く

(
p
h
a
l
a
k
s
e
p
a

)
働
き
」
(引
果
功
能
)
と
規

定

し
、
法
の
働
き

一
般

(功

能
)
か
ら
区
別
す
る
。
『倶
舎
論
』
[
A
K
B
h
 
P
r
a
d
h
a
n
 
k
s
t
r
 
e
d

]

の
本
無

今
有
説
を
批
判
す
る
に
あ
た
っ
て
、
衆
賢
に
ょ
る
こ
の
作
用
/
功
能
と

い
う
分
類
が
も
ち
え
た
意
義
に
つ
い
て
は
、
既
に
い
く

つ
か
の
研
究
成

果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
(
p
o
u
s
s
s
i
n
 
M
e
l
a
n
g
e
s
 
c
h
i
n
o
i
s
 
e
t
 
b
o
u
d
d
h
i
q
u
e
s

5
]
桜
部

[大
谷
学
報
三
一
-

一
]
佐
々
木
現
順
[
一
九
七
四
]
青
原

[仏
教
学

研
究
四
二
]
e
t
c
)
。
本
稿
の
目
的
は
、
そ
の
場
合
と
は
や
や
異
な

っ
た
視

座
か
ら

こ
れ
ら
両
概
念
が
言
及
さ
れ
る
資
料
と

し

て
、
『
順
正
理
論
』

が

「
有
為
の
四
相
」
説
を
有
部
教
義
内
に
定
位
す
る
た
め
に
お
こ
な

っ

た
、
言
わ
ば
基
礎
作
業
に
あ
た
る
議
論
を
紹
介
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し

た
が

っ
て
そ
れ
に
基
づ
く
と
こ
ろ
の
、
四
相
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
評
価

に
は
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

二
、
有
為
法
は
、
現
在
に
生
じ
滅

し
て
ゆ
く

過
程
で
、
生

・
住

・

異

・
滅
と
い
う
四
段
階
を
経
る
が
、
有
部
は
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
を

そ

の
よ
う
に
あ
ら
し
め
る
、
い
わ
ば
要
因
と
し
て

「
生
相
」
乃
至

「滅

相
」
の

「
有
為

の
四
相
」
を
設
定
し
、

こ
れ
を
心
不
相
応

行

に
収

め

る
。
こ
れ
に
対
し
て

『倶
舎
論
』
は
、
生
相

滅
相
と
は
法
が

「
本
無

今
有
」
「
有
巳
還
無
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、

住
相

・
異
相
と
は
相

続

上

の
法
相
互
間

の
関
係
性
を
表
す
、
そ
れ
ぞ
れ
単
な
る
呼

称

に
過

ぎ

な
い
の
で
あ

っ
て
、
な
ん
ら
実
体
的
な
法
で
は
な
い
、
と

主

張

す

る

[
A
K
B
h
 
7
7
.
2
0
-
2
1
]
。

三
、
『
倶
舎
論
』
は
有
為
相
を
実
法
と
し
て
認
め
る
こ
と
の
不
合

理

性
を
、
様

々
な
角
度
か
ら
追
求
し
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
の
論
争
は
い
ず

れ
も
、
有
為
相

の

「
作
用
」
を
め
ぐ
る
問
題
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い

る
。

一
例
を
挙
げ
よ
う
。

四
相
と
そ
れ
が
働
き

か
け
る
と
こ
ろ
の
有
為

法

(本
法
)
と
は
同
時
生
起
的
存
在

(倶
生
)
で
あ
る
。
す
る
と
、
あ
る

有
為
法
が
未
来
正
生
位
か
ら
已
生
位

に
生
起
す
る
場
合
、
生
相
が
そ
の

本
法
を

「
生
ぜ
し
め
る
」
働
き

(作
用
)
は
、

両
者
が
未
来
正
生
位

に

あ
る
段
階
で
起

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
は
作
用
を
現
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在
の
み
に
認
め
る
三
世
実
有
説
の
命
題
と
乖
離
す
る

[
A
K
B
h
 
7
8
.
1
0
-

1
7]
。四

、
世
親

の
理
解
に
よ
れ
ば
、

四
相
の

「
作
用
」
と
は
、
生
相
が
本

法
を
生
ぜ

し
め
る
、
乃
至
滅
相
が
滅
せ
し
め
る
働
き
の
こ
と
で
あ
る
。

同
様

の
見
解
は

『婆
沙
論
』
に
ト
レ
ー
ス
で
き
る
。
ま
た
こ
れ
を
言

い

換
え
れ
ば
、

四
相

(倶
有
因
)
が
本
法

(士
用
果
)
を

「
果

と

し

て
引

く
」
こ
と

に
な
る
か
ら
、
「作
用
」
を

「
果
を
引
く
働
き
」
と
見

倣

す

衆
賢
説
も
同
じ
前
提
に
立
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う

な
理
解
に
留
ま
る
限
り
有
部
教
義
は
、
上
述
の
議
論
に
於
て
指
摘
さ
れ

た
よ
う
な
自
己
矛
盾
を
免
れ
得
な
い
よ
う
に
思
え

る

(『婆
沙
論
』
は
、

一
刹
那
と
い
う
時
間
単
位
に
は
複
数
の

「作
用
」
を
許
容
す
る
幅
が
あ
っ
て
、

生
相
が
作
用
し
て
か
ら
、
滅
相
が
作
用
す
る
ま
で
が
現
在
刹
那
な
の
で
あ

る
、

と
い
う
解
釈
を
与
え
て
い
る
が
[大
正
N
o
 
1
5
4
5
.
 
2
0
0
a
9
-
1
2

]
些
か
籠
弁
に
近

い
)
。

五
、
け
れ
ど
も

『
順
正
理
論
』
に
よ
れ
ば
、

四
相
が
任

意

の
法

を

「
生
ぜ
し
め
」
乃
至

「
滅
せ
し
め
」
る
働
き
は
、
「功
能
」
で
あ

っ
て

「
作
用
」
で
は
な
い
。
衆
賢
は
言
う
。

謂
有
為
法
。
若
能
為
因
。
引
摂
自
果
。
名
為
作
用
。
若
能
為
縁
。
摂
助

異

類
。
是
謂
功
能
。
[
N
A
 
4
0
9
b
4
-
6

]

こ
こ
で
は

「
能
く
縁
と
為
り
て
異
類
を
摂
助
す
る
」
す
な
わ
ち
他
者

な
る
あ
る
法
を
手
助
け
す
る
よ
う
な
働
き
が

「功
能
」
と

し

て
、
「
因

と
為
ヶ
て
自
乗
を
引
摂
す
る
」
働
き
す
な
わ
ち

「
作
用
」
か
ら
峻
別
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て

「
自
果
を
引
摂
す
る
」
と
は
同
列
的
存
在
に

対
す
る

「
引
果
」
、
例
え
ば
現
在

の
生
相
が
同
類

因
と
な

っ
て
未

来

の

生
相

(等
流
果
)
を

「
引
く
」
場
合
等
が
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
見

え
る
。
こ
の
よ
う
に

「
作
用
」
の
意
味
内
容
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て

『
倶
舎
論
』
に
提
出
さ
れ
た
上
述

の
非
難

は
回
避
さ
れ
る
。

六
、

つ
ま
り
前
項
に
引
用
し
た
文
脈
の
な
か
で
、
「
因
」
「縁
」
と
い

う
語
は
、
や
や
特
殊
な
意
味
合
い
に
於
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
言
わ
ぽ

「
因
と
為
る
」
と
は
異
時
的
因
果
関
係

(r
g
同
類
因
/
等
流
果
)
に
於

け
る
取
果

(因
の
現
行
)
、
「
縁
と
為
る
」
と
は
同
時
的
因
果
関
係

(
i
.
e
.

倶
有
因
/
士
用
果
)
に
於
け
る
与
果
取
果

(因
.
果

の
現
行
)
で
あ
る
と
理

解
さ
れ

よ
う

(但
し
現
在
法
が
等
無
間
に
未
来
正
生
位
の
等
流
果
を
引
く
場

合
、
こ
れ
は
例
外
的
に

「与
果
取
果
」
と
言
わ
れ
る
が

[
c
f
.
 
A
K
B
h

19]
厳
密
に
は
異
時
因
果
に
於
け
る
因
の
現
行
で
あ
る
か
ら
、
前
者
に
含
ま
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
)
。

七
、
こ
の
よ
う
に

『
順
正
理
論
』
に
於
て
、

果
と
し
て
の
法
を
現
在

に
生
起
さ
せ
る
影
響
力

(功
能
)
は
、
過
去
の
同
類
因
等
、
広
汎

に
言

え
ば
諸
々
の
因
縁
和
合
に
よ
る

「
因
」
的
与
果
と
、
倶

生
法

(有
為
の

四
相
)
に
よ
る

「
縁
」
的
与
果
取
果
と
い
う
、

双
つ
の
側
面
か
ら
考

え

ら
れ
て
い
る
。
衆
賢
は
次

の
よ
う
に
解
説
す
る
。
讐
え
ば
、

カ
ラ
ラ
か

ら
ア
ル
ブ
ダ
が
生
ず
る
場
合
、
そ
こ
に
は
必
ず
識
が
存
在
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
ア
ル
ヅ
ダ
が
生
ず

る

た

め

の

「
因
」

は
、
カ
ヲ
ラ
で
あ

っ
て
識
で
は
な
い
。
識
と
ア
ル
ブ
ダ
と
は
相
続
と
し

『
順
正
理
論
』

に
お
け
る
有
為

の
四
相

(福

田
)
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『順
正
理
論
』
に
お
け
る
有
為
の
四
相

(福

田
)

て
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
ア
ル
ブ
ダ
は
、
識
な
し
に
は
決
し

て
起
り
得
な
い
。
そ
の
意
味
に
於
て
識
は
、
ア
ル
ブ
ダ
の
生
起
に
対
す

る

「
勝
因
性
」
あ
る
い
は

「
勝
縁
」
で
あ
る
。
同

じ

こ
と

は
、
種
子

(因
)
か
ら
芽

(果
)
が
生
ず
る
際
に
、
地

(勝
縁
)
が
及
ぼ
す
影
響
力

に
つ
い
て
も
言
え
る

[
N
A
 
4
0
9
a
7
-
2
2
]
。

そ
し
て

『
順
正
理
論
』

は
、

こ
の
力
関

係
を
、
果

に
対
す
る

「前

生
因
」
(カ
ラ
ラ
.
種
子
等
)
「倶

生
縁
」
(
識
.
地
等
)
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
説
明
し
な
が
ら
有
為
の
四

相
に
言
及
す
る
。

此
倶
生
縁
。
此
前
生
因
。
其
力
増
勝
。
以
難
有
彼
鵜
刺
藍
等
及
与
種
等
諸
前

生
因
。
若
無
有
識
地
等
倶
縁
。
即
頻
部
曇
芽
等
諸
果
。
必
不
生
故
。
由
此
准

知
。
諸
有
為
法
。
難
有
種
種
外
助
因
縁
。
而
必
有
内
生
住
異
滅
。
為
近
助

因
。
方
特
行
世

[
N
A
4
0
9
a
2
5
-
4
0
9
b
1
]

(大
意
)
倶
生
縁
は
前
生
因
よ
り

も
そ
の
力
が
勝

つ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
た
と
え
前
生
因
、
つ
ま
り
カ
ラ

ラ
や
種
等
に
よ
っ
て
、
ア
ル
ブ
ダ
や
芽
と
い
っ
た
あ
る
未
来
法
が
果
と
し
て

特
定
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
同
時
的
存
在
と
し
て
そ
の
生
起
を
促
す
識
や

地
等
の
倶
生
縁
を
欠
い
て
は
、
決
し
て
そ
の
法
は
生
起
し
得
な
い
か
ら
で
あ

る
。
同
様
に
、
「外
助
因
縁
」
に
よ
っ
て
あ
る
有
為
法
が
生
ず
る
場
合
に
も
、

「近
助
因
」
と
し
て
の
生

・
住

・
異

・
滅
相
が
、
そ
れ
と
同
時
に
生
起
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

八
、

こ
の
理
解
に
於

い
て
有
為
相
説

は
積
極
的
な
存
在

意
義

を

持

つ
。
そ
れ
ら
は

「
外
助
因
縁
」
す
な
わ
ち
因
縁
和
合
に
よ
っ
て
生
起
す

べ
き
も
の
と
し
て
措
定
さ
れ
た
あ
る
法
を
、
特
定
時
に
生
ぜ
し
め
乃
至

滅
せ
し
め
る
働
き
を
担

っ
た

「近
助
因
」
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
必
要

不
可
欠
な
存
在
で
あ

る

(ま
た
前
者
の
働
き
は

「外
縁
の
摂
助
」
、後
者

は

「内
縁
の
摂
助
」
、と
も
呼
ば
れ
る

[
c
f
.
 
N
A
 
4
0
9
b
 
8
-
1
9

])
。
そ
し
て

こ
の

議
論
は

「
因
縁
和
合
に
こ
そ
法
を
生
ず
る
能
力

が
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ

れ
と
は
別
な
要
因
と
し
て
生
相
を
設
定
す
る
必
要
は
な
い
」
と
い
う
世

親
に
よ
る
非
難

[
A
L
B
h
 
7
9
.
1
6
-
1
9
]

へ
の
反
証
と
な

っ
て
い
る
。

九
、
最
後

に
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
、
作
用
/
功
能
と
い
う
視
点
か
ら

整
理
し
て
み
よ
う
。
有
為
法
を
生
起
さ
せ
る

「
功
能
」
と
は
、
異
時
因

果
に
於
て
は
過
去
の
同
類
因
を
含
む
諸

々
の
因
縁

和

合

の
働

き

(与

果
)
、
同
時
因
果
に
於
て
は
そ

の
す
べ
て
の
働
き

で
あ
る
。
生

起

し

た

法
の

「
作
用
」
と
は
、
「
自
果
を
引
摂
す
る
因
と
為
」
る

こ
と
、
例
え

ば
同
類
因
の
取
果
で
あ
る
。
同
時
因
果
は
非
同
列
的

存

在

(異
類
)
の

間
に
し
か
成
立
し
な
い
か
ら
、
た
と
え
因
の
現
行

(と
同
時
に
果
の
現
行

で
あ
る
か
ら

「与
果
取
果
」)
で
あ

っ
て
も
作
用
で
は
な
い
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

『順
正
理
論
』
、有
為
の
四
相
、
三
世
実
有
説

(大
谷
大
学
大
学
院
)
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